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令和３年度 臨床研究テーマ成果報告書 

診療科（部）名：口腔治療・歯周科 

第 3 期中期目標・中期計画期間中の臨床研究テーマについて該当するものにチェックを入

れてください。（塗りつぶし可） 

□１．口腔領域における新規組織再生・再建法の開発 

□２．高齢者の特性に配慮した口腔疾患の予防法・診断法・治療法の開発 

☑３．顎口腔機能の維持増進に関する研究 

□４．歯科医学臨床教育の質保証に関する研究 

□５．その他 

研究期間：平成 24 年 6 月 14 日〜令和 7 年 3 月 31 日 

研究課題名：侵襲性歯周炎のヒト全ゲノム解読と遺伝子多型解析 

研究課題の概要及び成果： 

歯周病は、歯周病原性細菌が原因となって歯を支える歯周組織が慢性炎症的に破壊される疾患である。こ

のうち侵襲性歯周炎は、通常の歯周病とは異なり、人口の約 1%以下の若年者に発症し、急速に進行する特徴

的な歯周病である。その発症には遺伝的要因が強く関与していると言われているが、その詳細なメカニズム

は依然不明なままである。そこで本研究は、大阪大学歯学部附属病院において、侵襲性歯周炎と診断された

患者および健康人のヒト全ゲノム解析することにより、侵襲性歯周炎患者のデータベース化および解読結果

を基にした一塩基多型（SNP）や挿入欠失（Indel）といった遺伝子多型の検出、さらには侵襲性歯周炎の原

因遺伝子の同定および機能解析を実施することにより、将来的な侵襲性歯周炎の予防・診断・治療への応用

を目的としている。 

侵襲性歯周炎患者ならびに健康人を対象に説明文書、同意文書により同意を得た後、採血を行い、血液か

ら DNA 抽出して、ヒト全ゲノム解読を実施した。その結果、得られた結果を科学技術振興機構バイオサイエ

ンスデータベースセンターの管轄する公共データベースに登録することによる侵襲性歯周炎患者のデータベ

ース化、および得られた結果を基にした一塩基多型（SNP）や挿入欠失（Indel）など遺伝子多型の網羅的解

析を実施した。これらの成果より、侵襲性歯周炎の原因遺伝子を同定し (表)、さらに、同定された各遺伝子

の機能解析を遂行することにより侵襲性歯周炎の病態の一端を明らかにしている。 

上記概要・成果に関連する図表等 

表 ゲノム解析の結果より同定された侵襲性歯周炎疾患関連候補遺伝子 

 

当該臨床研究が「口の難病プロジェクト」に関連しているか否か下記のＢＯＸのいずれか

にチェックを付してください。（塗りつぶし可） 

☑ 関連がある 

□ 関連はない 

 


